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ユーザーガイドの使用制限 
（i） 「ONESOURCE Free Trade Management（サプライヤー）ユーザーガイド」に含まれるすべての情

報は、サプライヤーに ONESOURCE FTA Management ソフトウェアへのログイン方法、および FTA 

ソフトウェアを使用して原産地証明書のクライアント依頼に応答する方法を指示することを唯一の目

的としています。 

（ii）このユーザーガイドで使用されるすべての情報（スクリーンショットを含む）は、このユーザーガ

イドで Thomson Reuters が提供した形式のまま、変更することなく、サプライヤーに提示する必要

があります。 

（iii）このユーザーガイドの情報を使用する場合、（a）このユーザーガイドの範囲外の追加情報（たとえ

ば、このユーザーガイドで取り上げていない ONESOURCE FTA Management ソフトウェアや他の 

ONESOURCE 製品またはサービスの機能に関する情報）や、（b） ONESOURCE FTA Management に

ログインし、FTA ソフトウェアを使用して原産地証明書のクライアント依頼に応答するためにサプラ

イヤーが知る必要のある範囲を超えた追加情報を付け加える権限は与えられていません。 

（iv）このユーザーガイドの使用は、これらの使用制限に同意することを意味します。 

 

はじめに 
Web ベースのソリューションとして、ONESOURCE Free Trade Agreement (FTA) Management ソフトウ

ェアにより、輸入者、メーカー、および輸出者は、自由貿易協定（FTA）のライフサイクル全体を通じて

その管理に必要な時間と労力を大幅に削減できます。 

原産地の規則に製品が適合するか判断したり、原産地証明書を生成するために、このシステムを使用して

サプライヤーに特恵原産地証明書を依頼することができます。 

FTA Management は、サプライヤーが提供した裏付け文書、部品表（BOM）分析結果、および生成した

特恵関税証明書を中央にまとめて保存できるため、ペーパーレスな記録管理を実現できます。  

ONESOURCE FTA Management ソフトウェアを使用するとサプライヤーへの依頼、BOM の分析、および

証明書生成のプロセスを自動化できるため、FTA に製品を適合させるのに必要な時間が大幅に削減されま

す。  

ONESOURCE FTA Management を使用するメリットには次のものがあります。 

• 1 つの統合システムから FTA を管理できる 
• サプライヤーへの依頼を自動化して一元管理できる 
• サプライヤー専用の画面を使用して原産地証明書を作成できる  
• 複数の FTA に対して部品表（BOM）を認可できる 
• 原産地顧客証明書の生成を自動化できる  
• FTA 申請の裏付け文書を中央で一括管理できる  
• 最新の原産地規則、優遇関税レート、利用可能な FTA を提供する統合 ONESOURCE Global Trade 

コンテンツを利用できる 

このユーザーガイドは、ONESOURCE FTA Management ソリューションの包括的な導入書です。このガ

イドでは、システムで利用可能な画面や機能をフルに活用するための手順を説明します。 
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ONESOURCE FTA Management ソリューシ
ョンの使用 
サプライヤーベースから原産地証明書などの FTA 情報の依頼を管理するために ONESOURCE FTA 

Management ソリューションの利用を選択した企業のサプライヤーとして、サプライヤーは、依頼に応答

する推奨方法として FTA 管理ソリューションの使用を開始する予定です。 

原産地証明書のハードコピーをメール/FAX で送信したり、ソフトコピー（例: Adobe .pdf）を E メールで

送信したりする従来の対応方法とは異なり、ONESOURCE FTA Management ソリューションは、自動化

された方法で依頼への応答を完了できるように設計されています。 

このユーザーガイドでは、ONESOURCE FTA ソフトウェアを使用している企業がアプリケーションを使用

して受け取った依頼に応答し、原産地証明書の依頼を管理する方法を詳しく説明します。 

ONESOURCE FTA Management ソフトウェアは、集中プラットフォームで特定の FTA に対する製品の適

格性に関係する情報を取得するために使用されることに注意してください。 

ONESOURCE FTA Management は、サプライヤーからの情報の取得を容易にして、依頼者が製品の適格

性を判断できるように設計されています。アプリケーションは、提供される製品が適格であるかどうかを

判断しません。ただし、アプリケーションには依頼の完成、特恵原産地証明書の電子送信が可能で、認定

されていない製品を不適合としてマークする機能があります。 

 

ログオン 
依頼者が依頼を送信すると、サプライヤーは E メールメッセージを受信します。このメッセージにより、

サプライヤーは ONESOURCE FTA Management にログインして依頼に応答するよう求められます。 

E メールを介した要請依頼のオープン 
サプライヤーの E メールサービスが HTML をサポートしている場合、提供された [証明書提出依頼] リン

クをクリックします。 

サプライヤーの E メールサービスが HTML をサポートしていない場合、E メールの URL をコピーし、イ

ンターネットブラウザのアドレスバーにペーストます。それぞれのログインリンクには有効期限が含まれ

ていることに注意してください。有効期限が過ぎると、サプライヤーは、期限切れのリンクからでは 

ONESOURCE FTA Management に入ることができません新しいリンクが必要な場合は、依頼者に連絡し

て新しいリンクを要求してください。 
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サプライヤーは、[サプライヤーダッシュボード] 画面が開いた状態で ONESOURCE FTA Management シ

ステムにログインします。[サプライヤーダッシュボード] 画面を使用すると、をサプライヤーは、依頼者

が送信したすべての依頼を管理できます。画面には次の情報が表示されます。 

• 依頼期限 

• 期間開始日 

• 期間終了日 

• 完了した割合（依頼ごと） 

サプライヤーは、依頼者にコメントを返すこともできます。 

サプライヤーダッシュボードでの依頼のオープン 
サプライヤーダッシュボードから、応答する依頼を選択し、その行にある [依頼を表示] リンクをクリック

します。 

 

 

[依頼を表示] をクリックすると、サプライヤーは [サプライヤー証明書] 画面に移動します。依頼を完了す

る手順は、以降の「サプライヤーによる原産地証明書の完成」のセクションに記載されています。 

 

 

 

サプライヤーダッシュボードでの証明書の表示 
依頼に以前に添付された証明書を表示するには、[サプライヤーダッシュボード] から依頼を選択し、その

行にある [証明書] リンクをクリックします。 
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[証明書] リンクをクリックすると、依頼に添付されたすべての文書のハイパーリンクと作成日を示したポ

ップアップが開きます。ハイパーリンクをクリックすると、文書が開きます。 
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サプライヤーダッシュボードでのコメントの追加 
サプライヤーダッシュボードのコメント機能を使用すると、要請依頼にコメントを追加できます。これら

のコメントは、依頼者と共有されます。 

要請依頼にコメントを追加するには、[サプライヤーダッシュボード] 画面から要請依頼を選択します。要

請依頼が選択されたら、その依頼の行の右端にある [コメントを追加] ボタンをクリックします。 

 

 

テキストボックスのあるポップアップが表示されます。テキストボックスを使用してコメントを記入し、

[コメントを追加] をクリックします。 

 

 

コメントは、[サプライヤーダッシュボード] の [コメント] グリッドに表示されます。デフォルトで、すべ

てのコメントが [コメント] グリッドに表示されます。  
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特定の証明書提出依頼に関連したコメントだけを表示するには、[依頼] グリッドから表示するリクエスト

を選択します。これらの依頼を確認した後、[コメントを表示] 列にあるボックスをオンにします。  

[コメントを表示] ボックスをオンにすると、チェックボックスがオンになっている依頼のコメントだけが

表示されます。 

 

 

サプライヤーによる原産地証明書の完成 
概要 
サプライヤーは、[サプライヤーダッシュボード] の [依頼を表示] リンクをクリックして [サプライヤー証

明書] 画面を開きます。 
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[サプライヤー証明書] 画面はいくつかのタブに分割されています。各タブについて、以降の「サプライヤ

ー証明書のタブ」セクションで説明します。タブには番号が付いており、証明書を生成するために完了し

て保存するセクションの順序を示しています。 

 

 

説明 
画面の上部にある [手順] リンクには、各タブの手順を示すポップアップが含まれます。手順は、

ONESOURCE FTA Management の設定に応じて異なる場合があります。 
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サプライヤー証明書のタブ 
[サプライヤー証明書] 画面はいくつかのタブに分割されています。すべてのタブについて、以降の「サプ

ライヤー証明書のタブ」セクションで説明します。タブには番号が付いており、証明書を生成するために

完了して保存するセクションの順序を示しています。 
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製品  

依頼者が選択し、依頼に含まれるすべての製品は [製品] タブのグリッドに事前入力されています。このタ

ブで表示される製品は、依頼ごとに一貫して表示されます。 

• 製品がまだ送信されていない場合は、ステータスは [未送信] になり、グリッドの左端にアクティブ

な [編集] リンクが表示されます。 
• 製品がすでに送信されている場合、ステータスは [送信済み] または [受入済み] と表示され、グリッ

ド上のそのライン品目には [編集] リンクは表示されなくなります。 

 

 

さらに、一部の補足項目（[累積非原産価額] など）もグリッドに表示される場合があります。これは、証

明書の対象となる協定（「USMCA」など）によって完全に異なります。 
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FTA の依頼の必須のセクションおよび/または依頼者から依頼された情報を完了するには、[製品] のグリッ

ドに以下の情報を入力する必要があります。製品グリッドで要求される情報は、FTA/関連書類タイプの要

求に固有のものです。  

グリッドに表示されるフィールドの例は次のとおりです。 

適合 依頼された FTA の規則に適合する製品。 

不適合 依頼された FTA の規則に適合しない製品。 

無効/廃止 サプライヤーが廃止した製品。 

製品番号 内部の製品番号。 

説明 製品の説明。 

HS 番号 製品に関連する統一スケジュールの番号（HS 番号）。 

特恵基準 このフィールドは FTA の要件に合わせて使用したり、顧客ユーザーのニーズに

合わせて構成することができます。フィールドの長さは最大 3 文字です。 

生産者 製品の生産者。 

純費用 製品の純費用。 

原産国 協定の加盟国は [原産国] ドロップダウンの上部に表示されます。 

トレース値 依頼者が追加するオプションのフィールド。 

サプライヤー製品

番号 

依頼者が追加するオプションのフィールド。 

メモ（証明書に印

刷） 

印刷した証明書にサプライヤーが含めるメモ。 

表示 証明書を表示します。 
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適合 依頼された FTA の規則に適合する製品。 

累積非原産価額 累積を必要とする協定（例: CPTPP）に表示される補足フィールド。このフィー

ルドを表示するには、ユーザーの ONESOURCE FTA Management システム内で

の設定が必要です。 

テーブル C インジ

ケータ 

累積を必要とする協定（例: CPTPP）に表示される補足フィールド。このフィー

ルドを表示するには、ユーザーの ONESOURCE FTA Management システム内で

の設定が必要です。 

[テーブル C インジケータ] フィールドでは、サプライヤーが「Y」（はい）また

は「N」（いいえ）で指定する必要があります。「Y」 以外の値（「N」または

空欄のフィールドなど）は「N」として扱われます。 

 

 

 

サプライヤーは、以下に挙げる 3 つの方法のいずれかを使用して、要請依頼の情報を提供できます。 

• スプレッドシートへの抽出 

• 複数製品を更新 

• 個々の製品を編集 

詳細については、以降のサブセクションで説明します。 

スプレッドシートへの抽出 

[スプレッドシートへの抽出] オプションは設定可能です。つまり、依頼者がこの機能のオンとオフを切り

替えられます。依頼者が、サプライヤーによるスプレッドデータの ONESOURCE FTA Management への

インポートおよびエクスポートを無効にしている場合、このオプションは、[サプライヤー証明書] 画面に

表示されません。  
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[スプレッドシートにエクスポート] が利用可能なオプションでない場合、サプライヤーは、[サプライヤー

証明書] 画面から製品グリッドに直接入力する必要があります。このタスクを実行する手順は、下のセク

ションにリストされています。  

• 複数製品を更新 

• 個々の製品を編集 

依頼における製品のリストを MS Excel スプレッドシートにエクスポートするには、[スプレッドシートに

エクスポート] をクリックします。 

 

 

システムがファイルを生成するまで待機します。スプレッドシートを開き、ローカル ハードドライブに保

存します。ファイルが保存されると、サプライヤーは ONESOURCE FTA Management ではなく Microsoft 

Excel で作業できます。 

列ヘッダーは事前に入力されます。そこから列に入力して、必要な情報を完成させます。スプレッドシー

トを ONESOURCE FTA Management にアップロードして戻す前に、必要な情報をすべて入力する必要が

あります。 
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スプレッドシートを完成させるには、スプレッドシートのデータを編集します。ユーザーは、行全体を削

除することも、行を並べ替えることもできます。列または行の挿入や、システムが生成したセル内の既存

データの変更は行わないでください。 

不適合製品の場合、入力する必要があるのは HS コード（まだ入力されていない場合）と原産国のみで

す。他のデータ要素は空白のままにしておけます。 

無効/廃止とマークされた製品は、これ以上の情報は必要ありません。  

スプレッドシートが完成して保存されたら、完成したスプレッドシートをアップロードします。[サプライ

ヤー証明書] 画面に戻り、[アイテムのスプレッドシートをアップロード] をクリックします。  

 

 

[アイテムのスプレッドシートをアップロード] をクリックすると、[スプレッドシートからアイテムデータ

をアップロード] ポップアップが開きます。[参照...] ボタンをクリックして、保存したスプレッドシートを

選択します。サプライヤーがスプレッドシートに付けられる名前に関する所定のルールはありません。 

 

 

システムがスプレッドシートを認識するまで待機します。システムでアップロードの準備ができると、ポ

ップアップが更新します。[アイテムにスプレッドシート値を適用] をクリックします。 
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スプレッドシートを読み込む前に、画面では次の点が検証されます。 

• 純費用が空白か、[いいえ] か、[NC] か。 

• 特恵基準が [特恵基準] ドロップダウンのいずれかのオプションと等しい  

• 原産国が空白ではない 

• 生産者が [生産者] ドロップダウンのいずれかのオプションと等しい 

• DetailGUID が変更されていない 

ファイルが正常に読み込まれておらず、画面に検証エラーが表示される場合、サプライヤーはスプレッド

シートの内容が正確かどうかを確認する必要があります。  

スプレッドシートがまだアップロードできない場合、サプライヤーは、依頼者に連絡して、スプレッドシ

ートのアップロードを妨げている問題を解決してもらう必要があります。 

 

複数製品を更新 

既存の証明書提出依頼に情報を提供するもうひとつの方法では、[1. 製品] タブの上にある [複数製品を更

新] グリッドを使用します。この方法は特に、依頼上の複数の製品が同じ適格性情報を共有している場合

に役立ちます。  
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要請依頼上の製品のリストを確認し、更新する製品を特定します。更新する各製品の列にあるボックスを

オンにします。次に、選択した製品に「適合」、「不適合」、「無効/廃止」のいずれかのマークを付け

ます。この作業が完了すると、サプライヤーは [複数製品を更新] を使用することができます。 

 

 

[複数製品を更新] セクションで、更新のデータ入力項目（例: HS コード、特恵基準、純費用）に入力しま

す。  
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サプライヤーの正確な情報入力を助けるために、ホバーオーバーすると、必要な各項目の入力方法に関す

る補足詳細が表示されるようになっています。カーソルをドロップダウンの上に置くと、ホバーオーバー

が有効になります。 

 

 

入力するすべての情報が準備できたら、[選択した製品を更新] をクリックします。 

 

 

[選択した製品を更新] をクリックすると、選択した製品の情報が更新されます。選択した製品には、一括

更新中に入力されたデータが表示されます。一括更新機能が正常に完了した場合、[サプライヤー証明書] 

画面の上部に検証メッセージが表示されます。 

 

 

個々の製品を編集 

既存の要請依頼に情報を提供する別の方法は、個々に製品を手動で編集することです。製品を個々に編集

するには、変更する製品を選択してから、その行の左端にある [編集] リンクをクリックします。 
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[編集] をクリックすると、製品項目は読み取り/書き込み項目に変わります。この機能でサプライヤーは次

の操作を行えます。 

• 製品に「適合」、「不適合」、「無効/廃止」のマークを付ける 

• HS コードが正確でない場合（システムで許容するように設定されている場合）、これを変更する

か、HS コードを入力する（空白の場合） 

• [特恵基準]、[生産者]、[純費用]、[原産国]、または他の必須データ要素を変更する 

• メモを追加する（必要な場合） 

• サプライヤーの製品参照番号を追加する（必要な場合） 

項目は、依頼者の実装中に ONESOURCE FTA Management がどのように設定されたかによって異なる場

合があります。必要な変更を加えた後、左端にある [更新] をクリックします。 

 

 

システムが更新され、選択した製品の更新情報が表示されます。更新するすべての製品が更新されるま

で、必要に応じて繰り返します。 
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選択した応答の送信（個々の製品） 

サプライヤーが特定の製品にのみ応答し、他の製品については後で検討したい場合は、グリッドから目的

の製品をすべて選択します。後日、依頼要請に記載されているすべての製品に対して応答が必要となりま

すのでご注意ください。 

 

 

一括応答の送信（500 以上の製品） 

依頼応答が 500 を超える製品を対象とする場合、[ページサイズ] ドロップダウンに移動して、レコード

カウントを必要に応じて 500 または 1000 に拡大します。 

 

 

製品グリッドから含める製品を選択し、続いて [文書を生成] タブを開きます。  
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[文書を生成] タブで、FTA の名前をクリックすると、文書が生成されます。 

 

 
文書が完了したら、[表示] 列で [文書] をクリックすると、[製品] タブのグリッドに製品に関連した文書が

表示されます。添付されている文書の数を示す数字もあります。 
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さらに製品を追加するには、すべての製品が文書に追加されるまで、上記の方法を使用して同じ手順を繰

り返します。 

すべての製品を文書に添付したら、[文書を生成] タブの [提出] をクリックして、完了した文書を提出しま

す。サプライヤーには、製品の一部が完了したときに [提出] をクリックして部分的な提出を行い、後から

戻って要請依頼の残りを完了するというオプションもあります。 

 

他の文書を添付 

サプライヤーが原産地証明書以外の文書（例: メーカーの誓約書や非 FTA 以外の文書）の提供を求められ

た場合、製品グリッド上の [他の文書を添付] をクリックします。  

  

 

[他の文書を添付] をクリックするとポップアップが開きます。[参照...] をクリックし、ローカル ハードド

ライブから文書を選択して、応答で選択したすべてのアイテムに添付します。サプライヤーは、添付ファ

イルの表示名を入力できます。 
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システムが文書を認識するまで待機します。文書がシステムで認識されると、ポップアップが更新され、

ファイルが正常にアップロードされたことを示します。  

[チェックされたアイテムに文書を添付して保存] をクリックして、アップロードした文書をシステムに保

存します。 

 

 

[添付ファイル名] 項目が空白のままの場合、添付ファイルへのリンクは [リンク] と表示されます。テキス

トボックスに名前を入力した場合、添付ファイルリンクには入力した名前が表示されます。  

文書をアップロードした後でも証明書を提出する前であれば、サプライヤーは、[表示] 列の [書類] リンク

をクリックして文書を表示または削除できます。  

 

 

証明書が提出される前であれば、文書を削除できます。これは [削除] をクリックして削除できます。 
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証明書が提出された後は、文書を削除できません。ただし、それらを表示することは可能です。 

 

 

選択した製品の検証 

[選択した製品を検証] リンクにより、サプライヤーは、次の手順に進む前に、選択した製品の一部または

すべてを検証できます。 

サプライヤーがこの時点で検証することを選択していなかった場合、以降の検証は、文書が生成される前

にシステムによって実行されます。  

 

 

当事者 

[当事者] タブでは、サプライヤーは、輸出者、輸入者、生産者に関する情報を変更できます。サプライヤ

ーが依頼された協定ごとにタブがあります。サプライヤーは、[署名] タブに移る前に、それぞれのタブで

情報を記入する必要があります。 
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当事者情報を更新するには、サプライヤーは、[当事者情報を編集] または [他の FTA からコピー] のどち

らかをクリックできます。  

 

 

当事者情報の編集 

「当事者情報の編集」のポップアップでは、当事者の名前、住所、納税 ID、E メールアドレスを追加した

り編集したりすることができます。この画面には 4 つのタブがあります。 

• 輸出業者情報 
• 輸入業者情報 
• 生産者情報 
• 認定者情報（USCMA が、選択された貿易協定である場合） 

 

 

必要な変更を行い、ポップアップ下部の [輸出業者情報を保存する] をクリックします。さらに、  



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   27 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

• [住所 1] が 200 文字を超える場合、字数を超える分は [住所 2] [住所 3] [住所 4] を使用して

入力することができます。  

• [国コード] ドロップダウンには、国名と ISO 国コードの両方が含まれています。 

• オプションがあり、[情報のコピー元] または [その他使用] のドロップダウンを使用すると、入

力済みのタブから別のタブに情報をコピーできるので、再度情報を入力する必要がありません。そ

こで利用可能なオプションは、アルファベット順に並んでいます。 

• 輸入者が複数の場合は [名前] のフィールドで [その他] を選択し、自由貿易協定の許可に従って 

[住所] と [納税者番号] の入力欄を空白のままにします。 

• [生産者情報] タブは、実装中のシステムの構成によってはボックスが 2 つ追加される場合があり

ます。そのうち 1 つ目のボックス（[生産者として輸出業者の情報を使用]）を選択すると、[輸出

業者情報] を [生産者] タブにコピーできます。2 つ目のボックスを選択すると、[生産者名] の

入力欄に「依頼に応じて税関に提供可」と入力されます。 

 

当事者情報の編集 - 認定者情報（USMCA） 

[認定者情報] タブ（USMCA の場合に表示されます）には、[選択した証明書からコピーする] と [この情報

を署名として使用する] の 2 つのチェックボックスがモーダルの下部に追加されています。  
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[パーティー情報を保存する] ボタンをクリックしたときに、[この情報を署名として使用する] チェックボ

ックスがオンになっている場合は、[署名] タブの対応するフィールドに認定者の情報が自動的に入力され

ます。  

 

 

これらの変更を保存するには、[続行前に保存] ボタンをクリックし、[署名] タブに移動します。 

 

 

すべてのステップが完了して文書が生成されると、署名情報は以下の例のように表示されます。 
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他の FTA からコピー 

[他の FTA からコピー] をクリックすると、関連した FTA を含むポップアップが開きます。このポップア

ップにより、サプライヤーは協定当事者のタブ間で当事者情報をコピーできます。変更する FTA のボック

スをオンにして、[項目のコピー元] ドロップダウンから FTA を選択します。[保存] をクリックして続行し

ます。 

 

 

[保存] をクリックすると、他の FTA からの当事者情報が、選択した FTA にコピーされます。コピーした

当事者に変更を加える必要がある場合、[当事者情報を編集] をクリックして、必要な変更を加えます。 
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[続行前に保存] リンクは、証明書に加えられた変更が失われないように変更が保存されるまでサプライヤ

ーを待機させます。この操作が完了し、すべての協定に対するすべての当事者情報が完了すると、[当事

者] タブのラベルが（未完了）から（完了）に変わります。 

 

 

署名 

[署名] タブは、サプライヤーの署名情報を保存および変更するために使用します。このタブのフィールド

は以下のとおりです。 

署名日 保存した署名に表示される日付。現在の日付でも将来の日付でも構いません。これ

は必須フィールドです。 

署名企業 サプライヤーの企業。これは必須フィールドです。 

署名名 署名者の名前。これは必須フィールドです。 

署名のタイトル 署名者の役職。これは必須フィールドです。 

署名音声/ファ

ックス 

署名者の電話番号とファックス番号。これはオプションのフィールドです。 

 

サプライヤーが証明書を送信するまでは、署名日は常に現在の日付にデフォルト設定されます。この場

合、「署名日が現在の日付に更新されました」という検証メッセージが画面に表示されます。 

 

 

署名日を現在の日付より前の日付にして送信しようとすると、エラーメッセージが画面に表示されます。

このような場合は、「署名日」の値を現在の日付または将来の日付に修正してください。 
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[続行前に保存] をクリックすると、この時点までに証明書に加えられた変更が保存されるため、データが

消失することはありません。 

 

 

署名を保存すると、[署名] タブのラベルが [（未完了）] から [（完了）] に変わります。 

 



ONESOURCE: Free Trade Agreement Management   32 

© 2026 Thomson Reuters 
 

 

追加フィールド 

[追加フィールド] タブでは、[製品] タブに記された標準フィールドのほかに要求される、または必要にな

る可能性のある補足情報をサプライヤーが提供できます。 

[続行前に保存] リンクは、証明書に加えられた変更が失われないように変更が保存されるまでサプライヤ

ーを待機させます。 

 

 

非特恵原産国申告書の提出 
原産国申告書の証明書提出依頼に応答するサプライヤーは、優遇証明書について定義されたものと同じプ

ロセスに従います。ただし、[製品] タブで必要な情報は限られていることがあり、資格ステータスは必要

ありません。 

証明書提出依頼を生成 
サプライヤーは、他のタブ（該当する場合、[製品]、[当事者]、[署名]、[追加項目]）で必要な情報をすべ

て入力したら、[文書を生成] タブで特恵原産地証明書や要件非該当書類および/またはその他の必要な文書

を作成します。  

文書を生成 
以下の手順が完了すると、サプライヤーは特恵原産地証明書、申告書類、および/または他の必要な文書

を生成できます。 

• 証明書に追加される製品はすべて更新され、サプライヤーの応答に追加されます。 

• 必要な添付書類をすべてアップロードします。 

• すべての当事者情報と署名情報を入力します。 

• これまでのすべてのデータを保存します。 
 

メモ：クライアントが依頼を受領すると、この画面は読み取り専用モードで表示されるようになります。

つまり、情報を見ることはできますが、変更を加えることはできなくなります。 
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[文書を生成] タブでは証明書の開始日と終了日の変更、電子署名の付加、以前提出された書類の表示、依

頼された FTA プログラムの原産地証明書の生成が行えます。

 

 

電子署名 

[電子署名を含めますか?] チェックボックスをオンにすることで、電子署名を含めることができます。  

メモ：レポートで署名が不要なときに署名を生成した場合は、生成するレポートには、署名は不要で、表

示されないというレポートが表示されます。 

 

 

1. ボックスをオンにすると、ページは更新します。文書に表示する署名を入力し、[電子署名の生成] をク

リックします。 

 

 

2. 署名のプレビューが表示されます。削除する場合は、[削除する画像をクリック] をクリックします。 
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証明書の日付の変更 

証明書の日付を変更するには、カレンダーのボタンで新しい日付を選択し、[選択されたアイテムに適用] 

をクリックします。サプライヤーは日付を変更できますが、依頼者が証明書を受領するか拒否するかを選

択できることに注意してください。 

 

 

以前提出された書類 

[以前提出された書類] セクションでは、サプライヤーは現在の依頼のために以前に提出された書類を表示

できます。さらに、[製品数] では、依頼（一部または全体）に含まれていた製品数を確認することができ

ます。 
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検証メッセージ 
検証が成功しなかった場合、[検証メッセージ] タブがユーザーに表示されます。このタブには、すべての

未解決の検証問題が表示されます。続行するには、これらの問題を修正する必要があります。警告とエラ

ーの 2 つの検証タイプがあります。 

警告 警告は、依頼者によってカスタム作成され、製品情報に関する潜在的な問題をサプライヤー

に通知します。検証メッセージの横にあるボックスをオンにし、[検証メッセージ] タブの上

部にある [警告を上書き] をクリックして、警告を上書きできます。 

エラー エラーは上書きできず、解決されるまで文書は生成されません。 

 

製品情報を変更するには、変更する製品レコードを選択し、その行の左端にある [編集] ボタンをクリック

します。 

 
 

[編集] をクリックすると、[製品を編集] ポップアップが開きます。ここでは、サプライヤーは、製品の既

存の検証メッセージを表示できます。[検証メッセージを表示/非表示] をクリックすると、サプライヤーの

設定に従って、ポップアップの上部のグリッドが表示または非表示になります。必要なすべての変更を行

い、[保存して閉じる] をクリックします。すべての問題が解決されるまで、必要に応じて繰り返します。 
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すべてのエラーを修正し、すべての警告に対処したら、文書を生成できます。次の検証メッセージが画面

の上部に表示されます。 

 

 

[文書を生成] タブに戻り、生成する FTA 文書名前をクリックします。上記の「証明書提出依頼を生成」セ

クションで概説されているプロセスに従います。 
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他のタイプの自由貿易協定文書 
世界中で、自由貿易協定を起草し、実装する国や地域が増えるにつれ、資格証明のためのさまざまな文書

要件を活用しています。以降のセクションで、ONESOURCE Free Trade Agreement モジュールが、これ

らの他の一般的な形式の資格検証をどのように許可するかについて説明します。 

サプライヤーによる長期サプライヤー申告書の提出  
ほとんどのヨーロッパの自由貿易協定では、優遇原産地の証拠として長期サプライヤー申告書を受領しま

す。特に EU が関与する協定では、さまざまな国の資格ステータスを示す「累積」のユーザーの引当額は

共通です。  

累積文書の生成を容易にするため、サプライヤーは、[製品] タブで追加情報を提供する必要があります。 

 

 

第二文書言語 ドロップダウンの利用可能なオプションのリストから、第二言語を選択し

ます。これはオプションです。 

累積を使用 複数の国の累積が適用される場合、このボックスをオンにします。 
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[累積を使用] がオンになっている場合、サプライヤーは、[国を選択] リンクとそれに続くポップアップウ

ィンドウを選択して、適切な累積国を選択するように促されます。  

 
 

適切な国が選択されていると、[選択した国を使用] を選択することで、これらの国を申告書に追加するこ

とができるようになります。これらの国は、累積規則に基づいて、優遇の利益を得られる資格があること

が必要です。 

 

 

1 枚の長期サプライヤー申告書にすべての適合製品の出力を統合するには、[複数協定レポートを生成] を

選択します。 
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[複数協定レポートを生成] が選択されると、第二文書言語を選択し、証明書の開始日と終了日を更新し、

レポートで統合する協定を選択するオプションがあります。 

 
 

サプライヤーによる政府証明書の提出 
協定が存在する地域の中には、文書の依頼が必要でも、システムの外部で文書を生成する必要がある地域

があります。これは、通常、政府機関が行います。ONESOURCE Free Trade Agreement ツールは、一般

にアジア太平洋スタイルの自由貿易協定で定義されている類いの慣行をサポートしています。  

サプライヤーは必用に応じて、システム文書を生成するのではなく、監督官庁から与えられた文書をアッ

プロードして依頼を完了することができます。 

必要な部品情報の記入後、サプライヤーは、ユーザーガイドの前半で説明したプロセスに従って [文書を

提出] タブで文書を提出します。 
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Supplier Portal Plus（SPP） 
Supplier Portal Plus（SPP）は、顧客の公認サプライヤーがポータル内で「軽量」版の BOM 分析を実行で

きるオプションの機能です。サプライヤーは自社の BOM を読み込んで、依頼された部品や BOM 全体を

分析できます。また、適合する部品の FTA 証明書の作成と顧客への送信はすべてポータル内で行えます。  

Supplier Portal Plus は以下の 2 つの画面で構成されます。[SPP 製品リスト] 画面と [SPP 分析] 画面。 

SPP 製品リス

ト  

この画面にはすべてのサプライヤーの依頼された製品の一覧が表示されます。そのサ

ブグリッドには分析結果と各協定の製品の提出状況が表示されます。また、この後で

説明する [SPP 分析] ページへのリンクも含まれています。  

この画面は [サプライヤー証明書] 画面に似ていますが、それに代わるものではありま

せん。詳細については、このチャプターの「SPP（製品）リスト」のセクションを参

照してください。 

SPP 分析  この画面では、BOM のフォーマットがダウンロード可能なスプレッドシートのテン

プレートの場合、サプライヤーは BOM をアップロードおよび分析できます。そのテ

ンプレートへのリンクが画面に表示されます。  

この画面の詳細については、このチャプターの「SPP 分析（BOM をアップロー

ド）」のセクションを参照してください。 

 

メモ：詳細については、Excel スプレッドシートの SPP Template Instructions を参照してください。 

SPP（製品）リスト 
[SPP 製品リスト] 画面には、サプライヤーの依頼された製品のリストが表示されます。詳細は以降の各セ

クションで説明します。 

 

 

Supplier Portal Plus を使用するようシステムが構成されている場合、以下の手順で [SPP 製品リスト] にア

クセスできます。まず、[依頼の管理] 画面を開き、[サプライヤーダッシュボード] ビューをクリックしま

す。 

https://helpcenter.thomsonreuters.com/onesource-global-trade-management/Content/46%20-%20FTA%20Supplier/zz-excel/SPP_Template_Instructions.xlsx
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[サプライヤーダッシュボード] を開いたら、[依頼を表示] リンクをクリックします。 

 

 

[依頼を表示] リンクをクリックすると、[SPP 製品リスト] 画面が開いて以下の情報が表示されます。 

• 製品番号 
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• ステータス（[提出] または [未提出]） 
• サプライヤーが BOM のアップロードと分析に使用できるリンク 
• 製品に適用される協定 
• 製品に添付済みの文書 

追加の製品情報を表示するには、グリッドから製品を選択し、その行の左側にある展開矢印をクリックし

ます。 

 

 

適用される協定、依頼のステータス、分析のステータスがサブグリッドに表示されます。 

 

 

連絡先情報を更新 

サプライヤーの情報を変更または更新する必要がある場合は、グリッドの上にある [連絡先情報を更新] ボ

タンをクリックします。 

 

 

[連絡先情報を更新] をクリックすると、[連絡先情報を編集] ポップアップが開きます。必要な変更を加え

た後、[情報を保存] をクリックします。[SPP 製品リスト] 画面に戻ります。 
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詳細ビュー 

詳細ビューでは、製品を分析した後に複数の製品を選択し、特定の契約に関連する、選択したすべての製

品を網羅した文書を生成できます。 

 

  

文書を生成 

単一の文書を生成することも、FTA（自由貿易協定）に基づいて複数の製品を 1 つの文書に統合すること

も可能です。これを行うには、グリッドから目的の製品を選択し、[文書を生成] ボタンをクリックしてく

ださい。必要に応じて、すべての項目を選択することもできます。 
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システムは適切な文書を生成し、[文書] 列に表示します。 

 

DOO をアップロード 

文書をアップロードする準備ができたら、[DOO をアップロード] ボタンをクリックしてください。モーダ

ルウィンドウが表示され、複数の製品が記載された文書のうち、アップロードと関連付けたい文書を選択

できます。  

 

文書に含まれる製品を確認するには、矢印を選択してください。 

 

 

[ファイルを選択] ボタンをクリックし、お使いのコンピューターからファイルを選んでください。 
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文書を提出 

提出の準備が整ったら、対象の製品を選択した後、[文書を提出] ボタンをクリックしてください。 

 

 

裏付け書類をアップロード 

必要な裏付け文書をアップロードする場合は、対象製品を選択し、[裏付け文書のアップロード] ボタンを

クリックしてください。[添付ファイル名] フィールドで各ファイルに任意の名前を付けることができ、必

要に応じて同一文書の複数バージョンをアップロードすることも可能です。 

対応ファイル形式: jpg、gif、png、pdf、bmp、xls、xlsx 

 

 

 

ファイルを選択すると、画面に [ファイルのアップロードに成功しました] というメッセージが表示されま

す。画面を閉じるには、[保存して選択項目に書類を添付] をクリックしてください。 

メモ：添付文書を追加または削除できるかどうかは、依頼のステータスによって異なります。依頼のステ

ータスが [送信済み] または [受領済み] の場合、添付文書グリッド内のチェックボックスは無効になり、添

付文書の変更は行えません。 

 

ダッシュボードに戻る 

サプライヤーダッシュボードに戻るには、[ダッシュボードに戻る] リンクをクリックします。 
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SPP 分析（アップロードと分析） 
BOM のアップロードと分析を行うには、グリッドからレコードを選択し、その行にある [アップロードと

分析] リンクをクリックします。 

 

 

このページは新しいタブで開くので、最初のタブにある元の製品リストにアクセスできます。 

 

 

[アップロードと分析] をクリックすると、[アップロードと分析] 画面が開きます。この画面には 4 つの手

順があり、それぞれに以下のサブセクションがあります。 

• BOM をアップロード 

• 部品表を編集 

• 分析と結果 

• 追加の製品情報 

BOM をアップロード 

プロセスの [BOM をアップロード] の段階では、BOM のスプレッドシートを指定したテンプレートで提供

できます。  

空のテンプレートを取得するには、[スプレッドシートテンプレートをダウンロード] ボタンを選択しま

す。 
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1. テンプレートが開いたら、[編集を有効化」を選択します。 

2. 各フィールドに BOM 情報を入力します。[説明] 列にはテンプレートの正しい記入方法が記載されているた

め、必ず確認してください。 

 

3. 必要な情報をすべて入力したら、テンプレートをローカルドライブに保存します。 

4. [SPP 分析] 画面に戻ります。 

5. [ファイルを選択] を選択します。 

6. ローカルデータベースから該当ファイルを見つけて選択します。  

7. [開く] を選択します。 

アップロード後、確認メッセージが画面に表示されます。 

アップロードに問題がある場合、[検証エラー] タブが表示されます。このタブはエラーが発生した場合に

のみ表示されます。 

エラーの発生箇所とその理由を詳細に説明するグリッドを表示するには、[検証エラー] タブに移動しま

す。[検証エラー] タブに表示される内容の詳細については、以下の表を参照してください。 

列 説明 

ユーザー名 スプレッドシートをアップロードしたユーザーの名前が表示されます。 

ファイル名 エラーが含まれるスプレッドシートの名前が表示されます。 

行番号 スプレッドシート内でエラーが見つかった Excel の行を示します。 

フィールド名 エラーが発生したスプレッドシート内の特定のフィールドを指し示しま

す。 

検証エラーメッセージ エラーの原因を示す、グリッドの最も重要な部分です。 
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メモ：一部のエラーメッセージは標準的ですが、それ以外のエラーメッセージは特定の状況に合わせてカ

スタマイズでき、以下の例にリストされていない場合があります。 

 

部品表を編集 

BOM をアップロードすると、サプライヤ-はプロセスの ［部品表を編集］ に進むことができます。BOM 

の情報は ［完成品］ グリッドと ［購入部品］ グリッドに表示されます。すべてのデータをレビューして

必要な変更を加えます。 

完成品または購入部品に変更を加える必要がある場合は、 

o 変更する品目を選択し、その行にある ［編集］ ボタンをクリックします。 

 

 

o 選択した行は読み取り/書き込みが可能になります。必要な変更を加えた後、[更新] をクリックします。 

 

 

必要な変更をすべて行ったら、[分析と結果] タブをクリックして次の手順に進みます。 
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分析と結果 

チェックボックスを使用して協定（複数可）を選択し、[分析を開始] ボタンをクリックします。 

 

 

[分析を開始] をクリックすると、BOM 分析プロセスが開始します。分析が完了すると、画面に以下のシ

ステムメッセージが表示され、[結果] の値が [分析済み] に変わります。 

 

 

分析が完了したら、[文書を生成] タブをクリックして次のプロセスステップに進みます。 

 

 

新規文書の作成 

新規申告書の作成 

新規申告書の作成方法は以下の通りです。 

1. グリッドから含める合意のチェックボックスを 1 つ以上クリックして選択します。 
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2. 対象期間を選択します。 

 

 

3. 文書の Signature and Company Information（署名と会社情報）を入力します。 

 

 

4. Other Party Information（対象情報）（Receiver Name（受領社名）と Receiver Address（受領者住

所））および BOM Information（BOM 情報）（Factory Name（工場名）と Factory Address（工場住

所））を必要に応じて入力します。これはアップロード処理において必須ではありません。情報入力後

に保存ボタンをクリックします。  

 

 

5. 既存の申告書を提出するには、[ファイルを選択] ボタンをクリックし、ローカルドライブからファイル

を選択します。ファイルを選択したら、[文書を提出] ボタンをクリックしてください。 
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6. 申告情報の入力が完了したら、[文書を生成] をクリックします。 
 

追加情報 
 

[追加情報] セクションでは、入札に関連する各契約が個別のタブとして表示され、契約固有の詳細情報を

保存できます。このセクションに入力したデータは、参照用として画面に表示されます。ただし、レポー

トには含まれず、入札管理システムやその他の外部システムとの同期も行われません。  

[RVC] フィールドには、SPP 分析を通じて BOM が取得した RVC パーセンテージを入力できます。入力が

完了したら、[追加情報を保存] を選択してください。  

 

 


